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研究成果の概要（和文）：本研究では多様な選抜試験の成績を用いて妥当性高く合否判定するための評価構造を
明らかにした。具体的には、近年の大学入試等でよく用いられる面接選抜に着目し、面接選抜において受験者の
意気込みに関する評価が入学後の成績を予測すること、受験者のパーソナリティ特性のうち勤勉性が面接評価に
影響を与えることを明らかにし、これらの関係性を統計モデルを用いて分析した。また、追加的な結果として、
大学入試だけでなく、就職活動における入社面接などでも同様な傾向がみられることを実験によって明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：In this study, we explored latent structure of evaluation for entrance 
examination of university .
Especially, we focused on interview testing and found that evaluation for eagerness of examinees 
could predict achievements of them in the university and that conscientiousness score affects 
evaluation of interview testing. Additionally, we got same results in the interview testing of 
recruiting.

研究分野： 教育統計学

キーワード： 面接評価　AO入試　大学入試　パーソナリティ特性
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は大きく2つに分かれる。1つ目は、大学・高校などの入試担当者が面接選抜においてどのような質
問設計や評価基準の構築をしなければならないかを明らかにした。本研究の結果により、AO入試などの定型的な
試験デザインを持たない選抜制度においても、妥当性高く評価や合否判定を行うことが期待される。2つ目は、
面接選抜において評価の高くなる受験者の特性（パーソナリティ）を明らかにしたことである。この結果は、従
来の社会心理学におけるパーソナリティの研究と合わせて、面接選抜に対する効果的なトレーニング方法の開発
に対する基礎的な結果としての活用が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

近年の大学選抜制度は学力テスト方式、ＡＯ方式など様々な形式が混在しており、これらの成
績から適切かつ整合的な合否判定をする必要が生じている。本研究ではこのような多様な選抜
試験の成績を用いて妥当性高く合否判定するための支援システムを開発する。妥当性とは、整合
性の 1 種である。例えば、選抜試験でよい成績を取った学生が、選抜後の期末試験でもよい成績
を取るという結果を示しているとき、選抜試験から得られた情報（成績）は妥当性が高いとみな
す。本研究では多様な選抜試験の成績情報から妥当性の高い情報を得るために以下の 3 点に着
目する。 
（背景１）選抜試験の多様化とＡＯ方式試験における過大評価の弊害 

試験の評価基準や評価方式の不具合に起因して、受験者の学力を本来のものより高く評価し
てしまうことを過大評価という。選抜試験において過大評価が行われると評価の妥当性が低下
するほか、入学後のカリキュラムへの不適合を起こす可能性が高くなる。またその結果として、
大学でのリメディアル教育などの補習プログラムや、企業における入社後の人材再教育の必要
性を増加させるなど、社会的に与える弊害も大きい。特にＡＯ方式による入学者に対しては、他
方式の選抜と比較してこのような不適合が発生し、それに伴う中退率が高い状況が指摘されて
いる。（読売新聞教育部，2014）この不適合の原因の 1 つは選抜時の過大評価であると考えら
れる。申請者らは、評価データが相関を持っていた場合に対する過大評価の改善モデルの開発を
行っているが、（森ほか，2011）この場合のように選抜方式の差異に起因する問題については解
決案が提示されていない。これらのことより、以下の課題が指摘できる。 

（１）過大評価を防ぐ評価方法の開発。つまり、ＡＯ方式試験などのテスト素点を基に
過大評価を防ぎながら受験者の学力を推定する統計モデルの開発。 

（背景２）選抜成績を基にしたカリキュラム効果測定の必要性 
教育測定分野では、選抜試験は、カリキュラムの効果測定や予測の基準としてよく用いられる。
つまり、ある新規カリキュラムが導入されたとき、選抜試験の評価情報を１つの基準とし、修了
時の最終評価との差分をその効果とみなす。ところが、（背景１）で挙げたように基準となる選
抜試験情報が過大評価されている場合は、カリキュラム効果が適切に測定・予測されない。一方
で、効果測定・予測の方法についても学力と同時に分析できることが望ましい。これについて申
請者らはＩＲＴに着目した。ＩＲＴは学力テストや評価データを用いて、各項目の正答・部分点・
誤答反応を基に、受験者の学力や、項目ごとの反応に関する特徴を母数化するモデルであり、選
抜試験に用いると、試験成績の経年比較や選抜方式（ペーパーテストや面接等）の違いに依存し
ない受験者の学力を数値的に評価できる。申請者は、ＩＲＴのうち潜在効果をモデルに含めるこ
とができる線形ロジスティックテストモデル（ＬＬＴＭ）に着目し、母数推定値順序保存という
基礎的な結果を出し、（Mori,2015）認知言語学に基づいた英文法学習カリキュラムの効果測定に
適用している。（大森，森，2015）一方でＬＬＴＭは過大推定の問題やそれに伴う妥当性の改善
へは適用されていない。したがって、以下の課題が指摘できる。 

（２）過大評価されてない選抜試験や修了試験の評価情報を基にした妥当性の高
いカリキュラム効果測定法の開発 

（背景３）ＩＲＴ母数推定の簡易化の必要性 
ＩＲＴは有用性が高いが、推定が複雑なため専用ソフトウェアによる計算が必要であり、選抜

試験に携わる現場教員が用いるのが難しかった。この問題に対して申請者らは、近似尤度関数
（Mori，投稿中）という理論的提案を基にして、ベイズ推定量による簡易的推定法を開発してい
る。（森，大森，2015）この方法は、従来専用ソフトウェアが必要だった推定を Excel などの一
般的な計算ツールを用い低負荷で行うことを可能にするものである。一方、この方法は基本的な
推定法のみに対応しており、（背景１）で挙げられたようなより複雑な推定方法には対応してい
ない。したがって、今後以下のような課題が残されている。 

（３）過大評価を防ぐ推定法の簡易化。つまり、より複雑な推定法やモデルに対
し、近似誘導関数を用いて母数推定を簡易化する方法の開発。 

 
２．研究の目的 
近年の大学選抜制度は学力テスト方式、ＡＯ方式など様々な形式が混在しており、これらの成績
から適切かつ整合的な合否判定をする必要が生じている。本研究ではこのような多様な選抜試
験の成績を用いて妥当性高く合否判定するための支援システムを開発する。特に近年、ＡＯ方式
試験における入学者の中退の増加が問題になっているが、本システムはこの原因の 1 つである
学力の過大評価の問題を解決する。このシステムは（１）多様な成績を基に妥当性の高い学力値
を推定する機能（２）既存の試験成績とカリキュラム修了時の成績を基に妥当性の高い推定・予
測のための設定を自動的に行う機能（３）選抜後のカリキュラム効果を推定する機能 3 つから構
成される。本システムの活用により AO 方式の面接など非定型評価も含んだ受験者全体の学力
を妥当性高く評価することが可能になり、入学後のカリキュラム不適合が減少することが期待
される。 
 
３．研究の方法 



本研究では多様性のある選抜試験の成績を用いて妥当性高く合否判定を行うシステムを開発す
る。本研究は大きく理論研究、応用研究、検証実験に分かれる。まずは、（理論１）非対称損失
関数を用いた簡易的ベイズ推定量の導出、（理論２）カリキュラム効果の推定のための拡張、（理
論３）ＩＲＴ推定法の簡易化の 3 つについて、数理的な結果の導出と拡張を行った後、シミュレ
ーション研究を行っていく。その次には理論研究の結果を基にして（応用１）合否判定機能の開
発（応用２）関数設定の自動化機能の開発（応用３）カリキュラム効果測定機能の開発を行うこ
とにより、合否判定支援システムを開発していく。最後は資格試験、入試、面接・学力テスト方
式試験のそれぞれに本システムを適用し、改善を行う。これによりＡＯ方式など多様な選抜試験
に対応させ、学力の過大評価やそれに伴うカリキュラム不適合を防止する。 
 
 
４．研究成果 
本研究では多様な選抜試験の成績を用いて妥当性高く合否判定するための評価構造を明らかに
した。具体的には、近年の大学入試等でよく用いられる面接選抜に着目し、面接選抜において受
験者の意気込みに関する評価が入学後の成績を予測すること、受験者のパーソナリティ特性の
うち勤勉性が面接評価に影響を与えることを明らかにし、これらの関係性を統計モデルを用い
て分析した。また、追加的な結果として、大学入試だけでなく、就職活動における入社面接など
でも同様な傾向がみられることを実験によって明らかにした。 
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